
頻出問題にチャレンジ！

金融市場
（1） 　短期金融市場のうち、インターバンク市場は金融機関相互の資

金運用・調達の場として利用されており、非金融機関が参加できな
い市場である。

（2） 　短期金融市場のうち「インターバンク市場」は、 コール市場
と手形市場からなる。

（3） 　コール市場の最大の出し手は信託銀行であり、最大の取り手
は都市銀行である。

（4） 　短資会社は、コール市場や手形市場等の短期金融市場における
金融機関相互の資金取引の仲介業務を行っている。

（5） 　短期金融市場のうちオープン市場は、一般事業法人など非金融
機関が参加できる市場である。

（6） 　短期プライムレートとは、最も信用力のある企業に対する最
優遇貸出金利のことをいう。

金融政策
（7） 　日本銀行が行う代表的な金融政策手段は、公開市場操作（オペ

レーション）である。
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（8） 　公開市場操作のうち「買いオペレーション（買いオペ）」とは、
日本銀行が市場で債券等を買い入れて 資金供給を行うことに
よって短期金利に影響を与える政策をいう。市中金利の低下要
因となる。

（9） 　日本銀行の金融政策による預金準備率の引き下げは、市中金利
の低下要因となる。

（ 「、はに」因要昇上利金「るよに策政融金の行銀本日　 ）01 売りオペ」
と「預金準備率の引き上げ」がある。

財政
（ にもと、は算予の体団共公方地びよお国　 ）11 一般会計予算と特別

会計予算から構成されている。

（ らかてっ取け受を案算予たし決可の院議衆が院議参　 ）21 30日 以内
に議決しない場合、予算は自然成立する。

（ 、はと」算予定暫「　 ）31 予算成立までの期間の必要経費だけを計上
した予算である。「補正予算」とは、予算成立後に新たに追加す
る予算である。

（ 最でかなの費経象対支収政財的礎基るけおに計会般一の国がわ　 ）41
も金額の大きな経費は、社会保障関係費である。

（ るす対に得所民国、はと」率担負民国「　 ）51 租税・社会保障負担の
比率である。
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❷  頻出問題にチャレンジ！

問題の重要度を３段
階で表示しています。
★★★　

非常によく出る
★★ ......... よく出る
★ ................... 普通

暗記用チェックシー
トをかぶせて、頻
出事項を重点的に
チェックできます。

過去の出題を徹底分析。穴埋め形式で「試験で問われる」部分を重点的にチェック。

.......

Po in t
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証券外務員資格試験では、証券外務員に必要とされる事項について、広範な知識が問われます。試験合格への
近道は、幅広い出題範囲について、「理解するべき事項」と「記憶するべき事項」を見定めて、メリハリのある学
習をすることです。二種用問題集（模擬試験アプリ付）および一種用問題集（模擬試験アプリ付）では、過去の
出題を徹底的に分析することにより、試験に出るポイントを抽出しています。付属の暗記用チェックシートを用い
て、要点と頻出事項を理解・記憶していくことで、得点に直結する知識を効率よく身につけることができます。

❶  要点整理

各テーマの最重要項目について、コンパクトに解説。

債券の発行条件 

発行条件●

額面 100万円等の券面上に表示されている金額

単価 額面100円当たりの価格

利率
（クーポン）

額面金額に対する１年当たりの利子の割合
利付債：利子が支払われる債券
割引債：利子が支払われない債券
 （利子に相当する額が割り引かれている）

償還
発行者が投資者に額面金額を払い戻すこと
最終償還：償還期限（満期）で償還 
期中償還：定時償還、任意償還

オーバーパー、パー、アンダーパー●
オーバーパー 単価が100円超 償還時に差損（償還差損）が発生
パー 単価が100円 損益なし
アンダーパー 単価が100円未満 償還時に差益（償還差益）が発生

額面100円当たり
＝単価

償還＝額面
単価＝100 円

【オーバーパー】
たとえば 105 円で発行

【アンダーパー】
たとえば 98円で発行

発行 償還

償還期間

【パー】
100 円で発行

利子 利子 利子

整理すると…
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利回り計算 

債券の利回り●
債券の利回りとは、１年当たりの収益率を表したもの。１年当たりの儲け

（売買差損益、償還差損益、利子などの収益）が買った値段（投資金額）に対
して何％かをみる指標。

＜例題＞
利率４％の債券を単価102円で買い、３年後に105円で売ると、債券の利
回りは何％になるか求めなさい。

＜解法＞
～ステップ１～　
債券の売買損益を求める。
　売り105円－買い102円＝３円
～ステップ２～　
１年当たりの債券の売買損益を求める。
　売買損益３円÷３年＝１円
～ステップ３～　
１年当たりの利子を求める。
　額面100円×４％＝４円
～ステップ４～　
１年当たりの債券の売買損益と１年当たりの利子を足し、１年当たりの
儲けを求める。
　１年当たりの債券の売買損益１円＋１年当たりの利子４円＝５円
～ステップ５～　
１年当たりの儲けを買いで割り、利回りを求める。
　１年当たりの儲け５円÷買い102円×100≒4.9％
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試験によく出る計算
パターンについて
は、解法を段階を
追って説明していま
す。

Po in t

特に重要な点は赤
字になっており、覚
えるべき部分が一目
でわかります。

整理すると…
表やイメージ図を
使って、難解な部分
もやさしく解説して
います。
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きんざい証券外務員対策シリーズ ［問題集］の特徴



［模擬試験アプリ］   　の特徴
いつでも どこでも 問題演習！

模擬試験アプリには、実際の試験に酷似した模擬試験（二種５回分、一種
５回分、内部管理責任者は会員・特別会員各３回分）をそれぞれ収録しています。

  スマートフォン、タブレット
  からアプリをダウンロード
  し、問題集付属のコードを
  入力することで、簡単に学
  習を開始できます。

  自宅ではテキスト・問題集
  でしっかり学習、移動中は
  スマートフォンやタブレット
  で手軽に学習など、TPOに
  あわせた学習スタイルが可
  能です。

▷

▷

  紙に書く感覚で自由にメモ
  を書き込めるため、効率の
  よい学習が可能です。

  繰り返し解くことができる
  「シャッフル機能」を搭載し、
  分野ごとに学習もできます。

  習熟度（理解度）が一目
  でわかり、間違えた問題
  だけチャレンジすることも
  できます。

※画像はイメージです。実際とは異なる場合があります。

▷

▷

▷

金融商品取引法等

▼Ａ―１　金融商品取引法

【問】　次の「金融商品取引法」に関する文章のうち，正しいものには○を，
正しくないものには×をつけてください。

1．　　金融商品市場とは，有価証券が投資者間で流通する場である取引所
などの具体的な市場を指します。

2．　　委託者の名をもって委託者の計算で有価証券を買入れまたは売却す
ること等を引き受けることを，有価証券の売買の取次ぎといいます。

3．　　金融商品取引法が規制対象とする有価証券には，株式や債券のほか，
国内 CDも含まれます。

4．　　有価証券の売買の媒介の場合，金融商品取引業者は売買契約の当事
者とはならず，売買の成立の結果について責任を負いません。

5．　　有価証券の発行に際し，これを売り出す目的をもって，その有価証
券の全部または一部を取得することを「買取引受け」，売れ残りがあっ
た場合にそれを取得することを「残額引受け」といいます。

6．　　金融商品取引業者は，金融商品取引に係る事故に備え，金融商品取
引責任準備金を積み立てることを義務づけられています。
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解　説

1．　×　　　　金融商品市場とは，有価証券が発行されてから投資者に取得さ
れるまでの過程（発行市場）と，投資者間で証券が流通される過
程（流通市場）を総括した，抽象的な市場全体を指します。（Ⅰ
Ｑ２）

2．　×　　　　有価証券の売買の取次ぎとは，金融商品取引業者が自己の名を
もって委託者の計算で有価証券を買入れまたは売却すること等を
引き受けることをいいます。委託者の名をもって委託者の計算で
有価証券を買入れまたは売却すること等を引き受けることは代理
といいます。（ⅠＱ３）

3．　×　　　　国内 CDは含まれません。なお，海外 CDは含まれます。
　　　　　　　（ⅠＱ２）
4．　○　　　　（ⅠＱ３）
5．　○　　　　有価証券の発行に際し，発行会社の資金調達が完遂できるよう

一部を取得することを「買取引受け」，または売れ残りがあった
に，金融商品取引業者が，あらかじめ当該有価証券の全部または

信用取引

▼Ａ―10　追加委託保証金④

【問】　ある顧客が，時価1,500円の上場銘柄Ａ社株式１万株を信用取引で
買い建て，委託保証金を現金および時価500円の上場銘柄Ｂ社株式で
必要最低限差し入れた場合の記述として正しいものはイ～ニのどれで
すか。該当するものを選択肢より１つ選んでください。

（注１）　委託保証金率は30％とする。
（注２）　上場株式の現金換算額（代用掛目）は80％とする。
（注３）　立替金および未決済の確定利益の額はなく，建玉については反対

売買等を行わないものとする。
イ．委託保証金を現金で50万円差し入れ，残りを代用有価証券として上場
銘柄Ｂ社株式で差し入れる場合の株数は，他の条件に変化がないとする
と，１万株です。
ロ．追加保証金を差し入れる必要がある場合には，他の条件に変化がない
とすると，上場銘柄Ａ社株式の時価が1,350円を下回った場合がありま
す。
ハ．追加保証金を差し入れる必要がある場合には，他の条件に変化がない
とすると，上場銘柄Ｂ社株式の代用価格が120万円下落した場合があり
ます。
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解　説

正解）　2　　　（ⅢＱ５）（ⅢＱ３）
　（1,500円×10,000株）×20％＝300万円が最低限必要な委託保
証金となります。
　Ａ社株の評価損をＢ社株の担保評価額から差し引いた額が
300万円を下回ると，追加保証金が必要となります。
　当初の必要差入担保は，1,500万円×30％＝450万円
イ．当初の証拠金所要額は450万円なので，

）％08×株万１×円005（　円万004株社Ｂ＋円万05金現 　　　
＝450万円

　　　　　　　　よって，正しい選択肢です。
ロ．Ａ社株は▲150万円，Ｂ社株は損益０　　　計▲150万円

めたるす持維を率持維，でのな％02は率持維 ∴　　　　　　　
に必要な証拠金は300万円となり，450万円－
300万円＝150万円ですから，Ａ社株式の時価
が1,350円を下回ると，追加保証金が必要。

　　　　　　　　よって，正しい選択肢です。
ハ．Ｂ社株は▲120万円　　　計▲120万円

のこ，らかすで円万003＞円万021－円万054 ∴　　　　　　　
場合追加保証金は不要。

　　　　　　　　よって，誤った選択肢です。
正，てっよ。すで能可し出引は分りが上値の券証価有用代． ニ

しい選択肢です。

❸  演習問題

問題と解答は見開き２ページで１セットになっています。演習問題は、テキストに連動しており、間違えた
問題については、テキストの解説を見直して復習することで、より理解が深まります。


